
ADSLとして使用する回線で次のようなシステムを利用されている場合は、インター
ネットやBBフォンサービスが利用できない、あるいは不安定になることがあります。

ADSLは、電気的なノイズによって速度低下などの影響を受けることがあります。モ
デムやケーブル類は、テレビやラジオ、また電子レンジや冷蔵庫等の機器から離した
場所に設置してください。
また、あまりに長いモジュラーケーブルをご利用の場合、ケーブルからのノイズの混
入の恐れがあります。モデムに同梱のモジュラーケーブル（黄色）をお使いください。
どうしてもモジュラージャックから距離のあるところでご利用いただく場合は、モジュ
ラーケーブルではなくLANケーブルを市販の長いものに取り替えてみてください。

ADSLをご利用になる回線が分岐され、モジュラージャックが宅内に複数ある場合
は、宅内の構造によりADSL信号が届きやすいものと届きにくいものがあります。必
ずすべてのモジュラージャックで接続を試してみてください。
また、モデムを接続しないモジュラージャックには、電話機やFAX機をつながないで
ください。ADSLの通信速度が遅くなる、接続できないなどの影響が出る場合があり
ます。

お使いの電話機で非通知着信拒否設定をしている可能性があります。相手先もBB
フォンの場合、または一般固定電話や携帯電話から「050番号」へ発信の場合は、発
信者番号が通知されないため、電話はつながりません。非通知着信拒否設定を解除
してください。

電話回線でADSLサービスをご利用の場合、BBフォンとインターネットへの接続は、
通常同時に行えます。しかし、ADSL信号が弱いと、電話着信時にインターネットへの
接続が切断もしくは速度が低下する現象が発生する場合があります。
また、お客様の回線に利用されている保安器の形式が「6PT」というものの場合、保
安器の取り替え工事によって状況が改善することもあります。

※保安器とは、屋外の電信柱などから電話線を家の中に引き込む部分に取り付けられる装置で、落雷などの 
　際に電話機や回線そのものを過電圧から守るために設置されています。これはNTT所有のものであり、資
　格のない方が交換したり分解したりすることは法律で禁止されています。
※保安器を交換される場合は、NTT工事費として7,300円（税込7,665円）かかります。なお、工事の際、保
　安器が問題のあるもの以外であることが判明しましても、工事は行われ、料金が発生いたします。また、保
　安器の交換を行っても問題が改善しない場合も料金は発生しますので、あらかじめご了承ください。

Windowsパソコンで「IPアドレスxxx.xxx.xxx.xxxはハードウェアのアドレスが
XX:XX:XX:XX:XX:XXに設定してあるシステムと競合していることが検出されまし
た」というメッセージが表示されてインターネットに接続できない場合は、次の手順
に従ってモデムを再起動し、その後でパソコンを起動してください。
①[スタート]メニュー→[Windowsの終了]→[電源を切れる状態にする]（Windows 
　XPでは[スタート]メニュー→[終了オプション]→[電源を切る]）を選択して　　
　Windowsを終了し、パソコンの電源を切ってください。
②トリオモデムから電源ケーブルを外し、トリオモデムの電源アダプタも外します。
③しばらく（20分以上）待ってから、トリオモデムの電源を入れます。
④トリオモデムの[リンク]ランプが点灯後にパソコンを起動します。

ホームテレフォン、ビジネスフォン、内線電話、ドアフォンに接続された電話機、
ダイヤルイン追加番号、信号監視サービス

これらをご利用の際は、回線工事をするか、加入電話ライトプラン（アナログライト）
など、新規にお申し込みが必要となる場合があります。また、ノーリンギングサービス
（ガス・水道の遠隔検針等）や警備保障をご利用の方は、ADSLやBBフォンサービス
のご利用にあたって対応工事が必要になる場合があります。詳しくはそれぞれの事
業者にお問い合わせください。

超簡単トラブルシューティング超簡単トラブルシューティング超簡単トラブルシューティング

お使いのBBフォン「050番号」へ発信された場合に、電話がつながらない場合

BBフォンで電話をかけているとき、外から電話がかかったとたん電話が切れてしまう場合
「1」で始まる電話番号など、BBフォン以外の電話をかけたとき、「電源」以外のランプが消えてしまう場合

各種電話付加サービスをご利用の場合は

モジュラージャックが宅内に2箇所以上ある場合は

モデムの設置場所は

「IPアドレスが競合している」というメッセージが表示され、
インターネットに接続できない場合
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※ 製品の外観は実際と異なる場合があります。　

ADSL モデムの箱に入っているもの

ADSLモデムが届いたら、箱の中身が揃っているかどうか確認してください。また、
お客様でご用意いただくものを確認してください。

1台ADSLモデム

1個電源アダプタ

黄色・緑色 各 1モジュラーケーブル一式説明資料など

青色 1本LANケーブル

 ADSLサービス
の

ご利用に必要

パソコン  Windows 98/98SE/Me/2000/XP、
 Mac OS（Open Transport2.7 以上）でのご利用を推奨。

100Base-TXに対応した ノートパソコンの場合、PCカードタイプの LANアダプタか

LANアダプタ USBポート接続の LANアダプタが必要。

※10Base-T 対応の LANアダプタでもご利用いただけますが、本サービスでは、そのサービスの速度を十分にご活用いただけない場合もあります。

お客様にご用意いただくもの

注意

※ ケーブルの色は実際と異なる場合があります。

※ ケーブルの色は実際と異なる場合があります。

※  ADSLモデムにはスプリッタが内蔵されています。

1個

一式 黄色・緑色 各1本

青色 1本

1台



接続する機器（パソコン、ADSL
モデム、電話機）の電源をすべて
切ってください。

1 機器の電源を切る

※ 宅内にモジュラージャックが複数ある場合、ADSL
モデムを接続しないモジュラージャックの全てに、
一切の機器類を接続しないでください。ADSLが使
えなかったり、通話時に雑音が入る原因となります。

ご使用中の電話機（またはFAX機）
を接続している電話線を、壁のモ
ジュラージャックから取り外して
ください。

2 電話機（または FAX
機）の取り外し

同梱の LANケーブル（青色）を使
用して、ADSL モデムの［パソコ
ン］ポートとパソコンの LANポー
ト（LANアダプタまたは LANカー
ドの差込口）を接続します。

6 ADSLモデムと
パソコンの接続

同梱の電源アダプタを使用して、
ADSLモデムの［電源］ポートと
コンセントを接続します。

7 ADSLモデムの
電源を入れる

ADSLモデムの［リンク］ランプ
が点灯してから、パソコンの電源
を入れてください。

8 パソコンの
電源を入れる

トリオモデム3-G plus

通
常
時
（
Ａ
Ｄ
Ｓ
Ｌ
モ
デ
ム
の
電
源
が
入
っ
て
い
る
と
き
）

※  ADSL モデムに LANケーブルで接続さ
れたパソコンの電源が入っているときは、
［パソコン］ランプも点灯します。

※ モデム用無線 LANカードが装着されてい
るときは［無線 LAN］ランプも点灯しま
す。

※ トリオモデム3-G plus の［パソコン1］
～［パソコン 4］ランプは、データの送
受信が発生している状態では点滅します。

電源

警 告

リンク

パソコン1

パソコン2

パソコン3

パソコン4

BBフォン

無線LAN

セキュリティ

トリオモデム3-G plus イ
ン
タ
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ッ
ト
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し
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電 源

警 告

リンク

パソコン1

パソコン2

パソコン3

パソコン4

BBフォン

無線LAN

セキュリティ

トリオモデム3-G plus

LEDランプ例 …点灯 …消灯 …点滅

メールソフトOutlook Express の画面例

ADSL モデムの設定が終わった
ら、プロバイダより提供された情
報をもとにメールの設定を行って
ください。

メールの設定を行う10

※
パ
ソ
コ
ン
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に
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C
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し
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い
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場
合
。
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ADSL モデム同梱のモジュラー
ケーブル（黄色）を使用して、
ADSL モデムの［モジュラー
ジャック］ポートと壁のモジュラー
ジャックを接続します。

3 ADSLモデムとモジュ
ラージャックの接続

ADSLモデム同梱のモジュラーケー
ブル（緑色）を使用して、ADSLモ
デムの［電話機］ポートと電話機（ま
たはFAX機）を接続します。
※ モジュラーケーブル（緑色）の代わりに電話機（ま
たは FAX機）に接続されていた電話線をご利用いた
だいてもかまいません。

4 ADSLモデムと電話機
（またはFAX機）の接続

電話機（または FAX 機）の電源
を入れます。

5 電話機（またはFAX機）
の電源を入れる

ADSLモデム、電話機、パソコンなどの電源アダプ
タは、それぞれの機器に正しく接続してください。
誤ってほかの製品のものを接続すると、機器の誤動
作や故障、発熱の原因となり、たいへん危険です。

パソコン

パソコンの
LANポート

お使いの電話機
（または FAX機）

モジュラーケーブル
（黄色）

壁の
モジュラージャック

モジュラー
ケーブル

（緑色）

LAN
ケーブル
（青色）

コンセント

電源
アダプタ

3

4

7
6

NTT からの「ご利用明
細」で、ご利用の加入
電話の回線種別を確認
します。
ご利用明細に「プッシュ
回線利用料」と記載さ
れていれば プッシュ回
線、何も記載がなけれ
ばダイヤル回線です。

9 -1

確認した回線種別に合
わせて、電話機の回線
種別設定を行います。
回線種別の設定方法
は、ご利用の電話機に
よって異なります。電
話機に付属の取扱説明
書をご確認いただくか、
電話機メーカーまでお
問い合わせください。

回線種別設定が完了したか
ご確認ください。電話がか
かり、音声が正しく聴こえ
れば、電話サービスは間違
いなくご利用いただけます。
※ 通話料はお客様負担となり
ます。あらかじめご了承くだ
さい。
※ たとえば、「177」などに電
話をかけていただき、アナウ
ンスが正しく聴こえるかお試
しください。

トリオモデム3-G plus

必ずお使いの電話機（または FAX機）で、回線
種別設定を行ってください。
回線種別設定が正しく行われていないと、
「110」「118」「119」などの緊急通報
および一部の3桁特番をご利用いただけ
ないことがあります。

9 電話機の回線種設
定を行う

9 -2 9 -3


